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１ は じ め に
１９９０年以降，製品欠陥に関する損害賠償責任ルール（以下，責任ルールと
記述する）として，多くの国が過失責任（Negligence Rule）から寄与過失を伴
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命題２．
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命題３． 企業の努力費用が
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 ，努力を怠ると 	 の期待費用を
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したがって，を導出することができる。また，よりが成立する。
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